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速やかな生活再建には、保険・共済に加入する等の取り組みが大切です。
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＜保険・共済の受取額＞

令和元年東日本台風による水害で被災した自治体において、全国知事会の協力を得て内閣府で実施したアンケート調査結果等に基づき集計（n=250）

最近の主な災害

令和元年
令和２年
令和３年

９月８日～10月12日
７月４日～７月13日
２月13日
７月１日～７月３日
８月11日～８月14日

令和元年台風第15号及び台風第19号
令和２年７月豪雨
令和３年福島県沖を震源とする地震
令和３年７月１日からの大雨
令和３年８月11日からの大雨

平成30年

令和元年

４月９日
６月18日
７月５日～７月８日
９月６日
８月28日

平成30年島根県西部地震
平成30年大阪府北部を震源とする地震
平成30年７月豪雨
平成30年北海道胆振東部地震
令和元年８月の前線に伴う大雨

保険・共済に加入していることで速やかな生活再建に繋がります。

風水害・土砂災害や地震などの災害に対しては、保険や共済に加入するという事前の備えが
重要です。既に加入している方も補償対象・内容が十分か見直してみましょう。

に加入しよう

に備えて地震 水害・



保険・共済に加入することで、災害による、大切な住宅や家財への被害に備えることができます。これらの保険・
共済には火災保険（共済）に上乗せで付帯するタイプのものや、基本的な補償に含まれるタイプのものなどが
あり、補償の対象や内容は様々です。ご自宅の災害リスクをしっかり確認して、必要な補償を確保しましょう。

ご加入されている保険・共済の補償内容をご確認ください

地震で住宅が被災すると、再建費用は大きなものとなり、行政の支援金などだけでは不足する場合があります！

住宅の耐震診断や家具の転倒防止など、
今できることから備えましょう！

生活を守る！防災・減災情報（地震）

地震から　　を守るために！家 出典：日本損害保険協会HP

住宅等の被災の備えとして「地震保険」が有効です。
火災保険では地震による被災は補償されませんので、
備えの一つとして「地震保険」をご検討ください。

備えて安心地震保険の話

日本損害保険協会作成チラシへ 日本損害保険協会作成チラシへ

想定される災害リスク一覧

※共済については、原則、出資金を納めて組合員となることが利用の前提となるので、個々の共済団体にご確認ください。

例えば、一般的な火災保険では、地震・噴火またはこれらによる津波を原因とする損害は補償されま
せんので、それらに備えるためには「地震保険」を付帯する必要があります。また、ご加入の火災保険に
「水災補償」が含まれていない場合もあるため、補償される範囲をご確認ください。

補償される範囲は、どの保険・共済に加入するかによって異なります
（詳しくは、各保険会社・共済団体に確認しましょう）
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